青明舎　　フェイスシート

平成20年7月7日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　長瀬　紘一郎　様　　　　　男・女　　　　昭和17年12月8日生（64歳）

	
	住　所　八戸市田面木エヒサ沢1－11　親和荘D　　　電話　0178－22－8240

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	食道狭窄

	
	発症時期
	26歳時
	罹 患 期 間
	約38年

	
	入院回数
	7回
	延べ入院年数
	約12年

	医療機関
	青南病院　（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	木曜日（毎週）

	
	平和病院　（消化器科　佐藤Dr）
	
	2ヵ月に1回（金曜日）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	生活保護
	生活保護費（月額102,000円　）　※通帳母預かり

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成16年6月21日
	身長
	167cm
	体重
	63kg

	最終学歴
	工業大学第一高等学校（夜間）
	免許・資格
	建築士3級

	職　歴
	①建築業　　7年

②自衛隊　　1年

③建築業　　1年

	保　護　者
	氏　　名　　　　長瀬　正剛　　様　　　　　　　続柄　　弟　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活で困った時の相談場所。



	入院・治療歴

①昭和43年19月～昭和45年11月　　松平病院　　　入院

②昭和52年17月～昭和53年14月　　松平病院　　　入院

③昭和54年12月～昭和55年14月　　松平病院　　　入院

④昭和61年19月～昭和62年11月　　松平病院　　　入院

⑤平成12年17月～平成12年10月　　松平病院　　　入院

⑥平成14年14月～平成10年19月　　松平病院　　　入院

⑦平成10年19月～平成11年13月　　松平病院　　　入院

⑧平成11年13月～現在　　　　　　　青南病院　　　外来

	生活歴

八戸市(下組町)にて同胞4名の第一子長男として出生。幼少の頃、苛性ソーダ(洗剤)を飲んで喉が焼けたとのこと。で食道狭窄となっている。家業が大工だったので幼い頃から携わり、高校卒業し、建築士3級取得し、家業の建築業に従事。24歳時陸上自衛隊に入隊。「自分に合わない」との理由で辞職している。結婚歴はS47.10にあるがS51.2離婚。S42～S43肺結核のため八戸市立病院に入院。入院中に器物破損等の行動がみられ、松平病院に転院。S43.9初回入院となりその後イライラが強くなったり、不眠により入退院を7回繰り返す。症状が落ち着き、家族からの同意もあり、H11.3.12青山荘へ入所。入所中は生活技術、服薬自己管理、食道狭窄に関する身体管理能力等について重点的に訓練し、身につけることが出来ている。H14.3.29アパートへの単身生活の準備が整い退所となる。現在は、デイナイトケア、青明舎利用中。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は平成10年に死亡。母は現在単身生活（八戸市）、弟は階上町にて、自営の建設事務所をかまえている。母、弟とも交流はあり、本人の治療に関して協力的である。今までは、月に１度は生活費受け取りのため実家に帰っている。保護者である弟氏は定期的に本人のアパートに行き本人の様子を見ている。平和病院の受診の際も同行している。


平成20年7月7日　（月）

	氏　名
	　長瀬　　紘一郎　様
	男・女
	生年月日
	昭和17年12月8日　（65歳）


	長期目標（中期・短期）

	· デイナイトケアを休まずに利用し、地域での健康的な生活を維持していく。


	これまでの経過　　（最終評価日　平成19年　8月　13日）

	前回の問題点

①食道狭窄

　前回は何度か食事を詰まらせる状況であったが、食事携帯を変えたことと定期的に平和病院を受診し食道の拡張を行うことで、食事を詰まらせることが少なくなってきている。

②自室の掃除

　これまで本人が自分で行っているが、本人のできる範囲で掃除を行うことができている。平日はデイナイトに通所している為に、主に土曜・日曜に掃除や洗濯を行っている。新聞やちらしが乱雑にあるため訪問の際その都度アドバイスを行っている。保護者である弟氏も本人の部屋に来ており、本人の様子を見たり掃除を行ったりしている。

現在、月～金はデイナイトケア、土日は青明舎を利用している。デイナイトケアへは休むことなく通所することが出来ている。以前はデイナイトケア職員から青明舎で過ごしたほうが良いと言われ土日は一日中、青明舎で過ごしていたが、最近では午前中に青明舎を利用し、午後は洗濯や買い物を行うなど徐々にではあるが時間の利用の仕方について考える事が出来るようになっている。

食事について、朝食は自炊している。おかゆ・食パン・豆腐・野菜ジュース・牛乳・ヨーグルト等を食べている。平日はデイナイトケアで昼食、夕食を摂取、土日は青明舎食事サービスを利用し青山荘で昼食、夕食を摂取している。現在の食携帯は全粥・極キザミとなっている。平和病院には定期的に通院を行い、食道の拡張を行っている。その際は保護者の弟氏が同行している。Drからは今後も定期的な受診が必要であると言われている。

自室の掃除に関して、毎週日曜日に青明舎で訪問しておりその際に確認している。掃除していると本人話しているが室内は新聞紙が乱雑に散らかっていることがあり、紐でまとめてゴミを出す日を本人と確認している。洗濯は出来ている。

買い物については、一度に購入する量が多いため、賞味期限が切れいている食材もある。訪問の際は賞味期限をみて購入すること、賞味期限の切れた物は食べないこと伝えている。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①食事について
	・デイナイトケア、外来、（食事提供場所の青山荘）と情報を共有し、食事状況の確認、見守り

・食事摂取状況のついての情報提供・情報収集

・食道の状態にまたは体調に変化があった時の情報提供・情報収集

・青山荘での夕食時、見守りと声掛けを実施

・本人宅へ訪問し食事内容の確認

・食道に詰まった時の、本人から支援者への連絡の徹底。

・必要があれば病院受診同行と家族への情報提供・連絡。
	3ヶ月

	②買い物について
	・訪問時に自室の状況について確認。評価・アドバイスを行う。

・必要に応じて買い物同行を行う。

・賞味期限を見て購入できるようにアドバイスを行う。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
正剛氏（59歳）


階上町在住





敦子氏（61歳）


八戸市在住





本人（65歳）





ツマ氏


（83歳）





隆氏（55歳）


北海道在住








